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論文内容の要旨

X線的に解析が困難とされていた非整数型超構造を示すムライト結晶に高分解能電子顕微鏡による

格子像の方法を適応し.その“真の構造"の直接観察に成功した。

ムライト， Al[AI 1+ 2xSil- 2X ]Os-x，では一般にきわめて複雑な超構造を示すが，その超構造の構造や原

因についてはほとんど明らかにされていない口そこでムライトの超構造を明らかにし，その安定性を

明らかにすることを目的として X線.高分解能電子顕微鏡ー加熱実験の 3 方法により研究を行なった。

その結果ムライトの超構造は次のように解釈することができる。

ムライトの超構造は酸素欠陥に伴なって生じる“空位置"の規則配列に原因する。この酸素欠陥の

割合は a 方向に沿って基本格子のおよそ 3 .4倍の周期で変化し，これと関係してYzC のすべりを生じ

ている。そのためこのすべりを境いに互いに反位相の関係にある構造になっている。この a 方向に沿

うすべりの周期は不規則でありーこれが非整数型超構造の原因である。

論文の審査結果の要旨

ムライト(2A1203 ・ Si02-1.5AI203 ・ Si02 ) は，窯業材料としてきわめて重要で、あるが.その欠陥の存

在や高温での安定性のため，結晶構造や安定領域はほとんど明らかにされていなかった。

中嶋君は多くの合成ムライトについて強力X線による超構造反射を観察し，今までほとんど記録さ

れていない明瞭な超構造反射を示すムライトを見出した。このムライトを手がかりに，ムライト全体
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についての超構造の詳細を明らかにすることに成功した。その方法として，始めにX線単結晶法によ

り，ムライトの平均構造の決定を行い，酸素原子の統計的な欠陥とそれに伴うAl， Si 原子の移動に基

づく超構造モデルを確立した。次に最近始められたばかりの，透過型高分解能電子顕微鏡による格子

像の方法を駆使して，ムライトの欠陥構造での酸素欠陥を実際に観察することに成功した。それによ

りムライトにおける欠陥の配列とそれにもとづくドメイン構造を見出し，いわゆる非整数な超構造反

射を説明した。さらにこれらの欠陥構造がきわめて安定であり，長時間の高温加熱によってもほとん

ど変化しないことを確認している。

以上，中嶋君の論文は，酸素欠陥の配列の規則性が異なるムライトを見出し，それらを X線単結晶

法および高分解能電子顕微鏡を用いて統計的構造の決定から欠陥の直接観察まで進めることにより，

ムライトの超構造を明らかにするとともに，それによって一般に欠陥に基づく超構造研究の新らしい

方法を確立したということができる。よって，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるもの

と認める。
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